






















Reappearance of Ligia exotica (Crustacea) at the entrance of the front of 
research building of the Seto Marine Laboratory, Kyoto University,    






































て、初めてこの事例に遭遇したのは 2005 年 3 月
11 日午後 10 時頃で、研究棟南側のアスファル
トで舗装された道路上で、その年初めてフナム
シ１個体を発見した。その後１ｹ月ほど過ぎた同





このような状況の中、今回、2011 年 7 月 29
日 22 時 35 分に瀬戸臨海実験所研究棟の正面入
口の壁に１個体の元気なフナムシが再出現した
（図１）ので記録しておく。さらに 2011 年 9 月
52 
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